
スポーツ

●

期
　
日
　
11
月
４
・
６
日

●

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

●

大
会
成
績

▽
優
　
勝
　
敬
徳
高
校

▽
準
優
勝
　
伊
万
里
実
業
高
校

12 月の市民スポーツ

８日（日）
● 高等学校弓道奨励射会
　午前９時開会　国見台弓道場
● 東西松浦駅伝大会予選会
　午前９時開会　国見台陸上競技場

13 日（金）
● �火の用心杯争奪グラウンド・ゴル

フ大会
　午前９時 10 分開会
　国見台陸上競技場・国見台球技場

15 日（日）
● �名村カップ伊万里ジュニア駅伝

大会
　午前９時開会　国見台陸上競技場

22 日（日）
● �伊万里会長杯争奪バドミントン

選手権大会
　午前９時開会　国見台体育館

●

期
　
日
　
10
月
26
日
〜
28
日

●

場
　
所
　
国
見
台
陸
上
競
技
場

《 

大
会
成
績 

》

　�

佐
賀
県
代
表
選
手
で
３
位
ま
で

に
入
っ
た
選
手
を
紹
介
し
ま
す
。

【�

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー 

デ
ィ
ス
リ
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ブ
】

▽
１
　
位
　
樋
渡 

匠
海

▽
２
　
位

　
梅
崎 

か
お
り
、
宮
地 

節
生

▽
３
　
位

　�

田
代 
琉
生
、
原 

か
お
り
、

　�

古
賀 

響
樹
、
池
田 

誠
、

　
江
頭 

礼
奈
、
石
橋 

武
士
、

　
梅
田 

増
雄
、
荒
田 
壽
吉

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

メ
ン
ズ
・
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
】

▽
１
　
位
　
石
橋 

武
士

▽�

３
　
位

　�

樋
渡 

匠
海
、
原 

和
彦
、

　
宮
地 

節
生

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

レ
デ
ィ
ー
ス
・

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
】

▽
３
　
位
　�

原 

か
お
り

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

メ
ン
ズ
・
シ
テ

ィ
ン
グ
】

▽
１
　
位
　�

船
津 

正
弘

【�

デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

レ
デ
ィ
ー
ス
・

シ
テ
ィ
ン
グ
】

▽
１
　
位
　�

江
頭 

礼
奈

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
全
障
ス
ポ

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

第
47
回
市
長
旗
争
奪

高
等
学
校
野
球
秋
季
大
会

↑�奮闘した佐賀県選手団の皆さん

●

期
　
日
　
11
月
８
日

●

場
　
所
　
ふ
く
ど
み
マ
イ
ラ
ン

ド
公
園
（
白
石
町
）

▽
男
子
優
勝
　
啓
成
中
学
校 

　
男
子
準
優
勝
　
国
見
中
学
校

▽
女
子
準
優
勝
　
伊
万
里
中
学
校

佐
賀
県
中
学
校
駅
伝
大
会

↑�優勝の喜びを分
かち合う啓成中
の生徒たち

有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

武雄市図書館・歴史資料館　冬のイルミネーション

日時／12月14日（土）～15日（日） 
　　　　　 21日（土）～22日（日） 
　　　※各日11:00～20:00
会場／アリタセラ
内容／やきものの町、アリタで2度目の開催。この
　　　冬、美しい有田焼と可愛らしいマシュマロ
　　　がコラボした特別なクリスマスをお楽し
　　　みください。

アリタ・マシュマロ・クリスマス2024

日時／12月21日（土）・22日（日） 
　　　※各日13:00～20:00
会場／大川内山一帯

(メイン会場：伊万里鍋島焼会館)
内容／秘窯の里 大川内山に『高さ10ｍの巨大え 
           んぴつキャンドル』と『3,000個のキャンド
　　　ル』が登場します！特別なクリスマスをお
　　　楽しみください。

▲ホームページ

詳しくは

詳しくは

アリタセラクリスマスイ
ベント実行委員会事務局
☎0952-25-7236

大川内山『イマリ・キャンドル・クリスマス』

日時／12月14日（土）～令和7年2月16日（日）
会場／武雄市図書館・歴史資料館
内容／約10万球の光が武雄市図書館の敷地内に
　　　ある樹木に灯り、イルミネーションの光に
　　　包まれるロマンチックな図書館に変化し
　　　ます。図書館での読書とともにぜひ、お楽
　　　しみください。

詳しくは
▲ホームページ

  佐賀県文化課
　

☎0952-25-7236
　

武雄市図書館・
歴史資料館

☎0954-20-0222
▲ホームページ

82024.12 広報いまり



▽
市
議
会
議
員

　
馬
場 

繁
（
松
浦
町
）

　
井
手 

勲
（
南
波
多
町
）

　
梶
山 

太
（
立
花
町
）

　
山
口 

恭
寿
（
大
川
内
町
）

▽
教
育
文
化
関
係

　
石
本 

清
文
（
立
花
町
）

　
中
嶋 

八
重
葊
（
山
代
町
）

　
故 

岩
政 

祐
人
（
瀬
戸
町
）

　
鴨
川 

幸
司
（
東
山
代
町
）

　
故 

櫻
井 

正
寬
（
東
山
代
町
）

　
境 

英
昭
（
黒
川
町
）

　
内
山 

哲
治
（
大
川
内
町
）

　
宇
曽 

正
規
（
東
山
代
町
）

　
小
島 

利
津
（
黒
川
町
）

　
松
尾 

清
（
伊
万
里
町
）

　
松
尾 

仁
嗣
（
南
波
多
町
）

　
裏
千
家
和
敬
会

　
川
原 

フ
ジ
エ
（
大
川
内
町
）

　
幸
松 

勇
志
（
東
山
代
町
）

　
山
田 

雅
道
（
山
代
町
）

　
泉 

幹
彦
（
伊
万
里
町
）

　
岩
永 

雅
弘
（
山
代
町
）

　
徳
永 

政
敬
（
立
花
町
）

　
池
永 

博
逑
（
伊
万
里
町
）

▽
多
額
の
金
品
寄
付
者

　
前
田 

敎
一
（
南
波
多
町
）

　
山
口 

鏡
子
（
立
花
町
）

　
松
尾 

勝
馬
（
黒
川
町
）

　�

信
金
中
央
金
庫

  

（
理
事
長 

柴
田
弘
之
）

※
敬
称
略

↑市政功労者・善行者の表彰

　
市
政
功
労
者

　
善
行
者

↑式典終了後に行われた市政功労者・善行者の記念撮影

市政功労者・善行者表彰市政功労者・善行者表彰

▽
産
業
・
建
設
関
係

　
山
口 

友
三
郎
（
黒
川
町
）

　
池
田 

良
一
（
二
里
町
）

　
池
永 

博
逑
（
伊
万
里
町
）

　
山
口 

登
（
黒
川
町
）

　
白
川 

十
郎
（
新
天
町
）

　
樋
渡 

德
美
（
立
花
町
）

　
川
井 

真
太
郎
（
蓮
池
町
）

　
草
野 

剛
（
東
山
代
町
）

　
岩
永 

康
則
（
二
里
町
）

　
前
田 

幸
彦
（
立
花
町
）

　
武
重 

道
隆
（
木
須
町
）

　
前
田 

昇
（
黒
川
町
）

▽
社
会
福
祉
関
係

　
清
水 

正
彰
（
立
花
町
）

　
山
﨑 

久
行
（
伊
万
里
町
）

　
永
益 

克
子
（
二
里
町
）

　
中
嶋 

八
重
葊
（
山
代
町
）

　
金
子 

恵
子
（
大
川
内
町
）

▽
衛
生
関
係

　
小
嶋 

秀
夫
（
有
田
町
）

　
鈴
山 

純
司
（
立
花
町
）

　
國
谷 

好
髙
（
立
花
町
）

　
吉
永 

信
秀
（
二
里
町
）

　
下
田 

昭
則
（
山
代
町
）

　
吉
富 

直
助
（
伊
万
里
町
）

　
尾
形 

洋
一
郎
（
立
花
町
）

　
山
口 

又
一
郎
（
黒
川
町
）

▽�

そ
の
他
市
政
に
対
し
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
者

　
岩
永 

孝
雄
（
南
波
多
町
）

　
田
中 

純
児
（
木
須
町
）

　
中
島 
秀
隆
（
大
坪
町
）

　11 月３日、市民センターで『伊万里市制施行 70 周年　11 月３日、市民センターで『伊万里市制施行 70 周年
記念式典』を挙行しました。この日、市の発展に寄与さ記念式典』を挙行しました。この日、市の発展に寄与さ
れた市政功労者（48 個人、１団体）と、市民の模範となれた市政功労者（48 個人、１団体）と、市民の模範とな
る善行者（３個人、１団体）の表彰を行いました。る善行者（３個人、１団体）の表彰を行いました。
　なお、受賞者は次のとおりです。　なお、受賞者は次のとおりです。

インフォメーションi
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インフォメーションi

　
11
月
２
日
、
市
民
図
書
館
で
子

ど
も
話
し
方
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
伊
万
里
市
子
ど
も
会
連

合
会
が
『
美
し
い
こ
と
ば
と
豊
か
な

心
を
育
て
る
少
年
の
つ
ど
い
』を
テ
ー

マ
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

『
命
と
薬
』

『
命
と
薬
』

　
二
里
地
区
子
ど
も
会

　
二
里
地
区
子
ど
も
会

　
板
敷

　
板
敷  
琉
惺
琉
惺  

さ
ん
（
二
里
小
６
年
）

さ
ん
（
二
里
小
６
年
）

　　    

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

『
祖
父
の
そ
ろ
ば
ん
』

『
祖
父
の
そ
ろ
ば
ん
』

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
大
坪
地
区
子
ど
も
会

　
山
下

　
山
下  

れ
い
れ
い  

さ
ん
（
大
坪
小
６
年
）

さ
ん
（
大
坪
小
６
年
）

　
優
秀
賞

　
優
秀
賞

『
平
和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は
』

『
平
和
な
世
界
に
す
る
た
め
に
は
』

　
南
波
多
町
子
ど
も
会

　
南
波
多
町
子
ど
も
会

　
木
寺

　
木
寺  

叶
華
叶
華
さ
ん
さ
ん

（
南
波
多
郷
学
館
９
年
）

（
南
波
多
郷
学
館
９
年
）

『
子
ど
も
会
で
つ
な
が
る
人
と
人
』

『
子
ど
も
会
で
つ
な
が
る
人
と
人
』

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
東
山
代
町
子
ど
も
会

　
原
　
原  

朝
陽
朝
陽  

さ
ん
（
国
見
中
３
年
）

さ
ん
（
国
見
中
３
年
）

中
学
生
の
部

第第
5858
回
子
ど
も
話
し
方
大
会

回
子
ど
も
話
し
方
大
会

小
学
生
の
部

　
各
町
・
地
区
子
ど
も
会
か
ら
参
加

し
た
21
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
学
校

生
活
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
や

ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
、
夢
の
実
現
な

ど
に
つ
い
て
、
体
験
を
通
し
た
自
分

の
考
え
を
力
強
く
発
表
し
ま
し
た
。

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

▼
田
中
み
よ
子
さ
ん

統
計
功
績
者
表
彰

受
賞
者

秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
受
章

  
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
11
月
３
日
付
け
で
、
秋
の
叙
勲
・

褒
章
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内

の
受
章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
岩
永

▼
岩
永  

康
則
さ
ん

康
則
さ
ん

　　��

元
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

元
佐
賀
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

理
事
理
事

▼
田
中

▼
田
中  

啓
三
さ
ん

啓
三
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

▼
馬
場

▼
馬
場  

繁
さ
ん

繁
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

　
元
伊
万
里
市
議
会
議
員

▼
澤
谷

▼
澤
谷  

眞
さ
ん

眞
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
東
山
代
町
福
和
区
区
長

　
元
伊
万
里
市
東
山
代
町
福
和
区
区
長

▼
横
田

▼
横
田  

忠
欣
さ
ん

忠
欣
さ
ん

　　��

元
伊
万
里
市
東
山
代
町
日
向
郷
区

元
伊
万
里
市
東
山
代
町
日
向
郷
区

区
長
区
長

▼
櫻
井

▼
櫻
井  

德
幸
さ
ん

德
幸
さ
ん

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
分
団
長

　
元
伊
万
里
市
消
防
団
分
団
長

▼
中
野

▼
中
野  

喜
子
さ
ん

喜
子
さ
ん

　
元
小
鳩
の
家
保
育
園
副
主
任
保
育
士

　
元
小
鳩
の
家
保
育
園
副
主
任
保
育
士

▼▼��

信
金
中
央
金
庫

信
金
中
央
金
庫  

理
事
長

理
事
長  

柴
田
柴
田  

弘
之
さ
ん

弘
之
さ
ん

　　��（
イ
マ
リ
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

（
イ
マ
リ
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
〜
地
域
ブ
ラ

ン
Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ
〜
地
域
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
築
と
グ

ン
デ
ィ
ン
グ
戦
略
の
構
築
と
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導

入
〜
の
た
め
に
１
千
万
円
を
寄
付
）

入
〜
の
た
め
に
１
千
万
円
を
寄
付
）

瑞
宝
単
光
章

紺
綬
褒
章

旭
日
双
光
章

　
10
月
31
日
、
市
役
所
で
『
伊
万

里
市
環
境
美
化
功
労
者
表
彰
』『
第

２
回
伊
万
里
市
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
』
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
例
年
、
表
彰
は
『
伊
万

里
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
』
の
開
催

に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
悪
天
候
で
中
止
だ
っ

た
こ
と
か
ら
日
を
改
め
て
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
食
品
ロ
ス
削

減
や
循
環
型
社
会
の
推
進
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
『
伊
万
里
実
業
高

校
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
』
が
廃

棄
さ
れ
る
食
品
を
使
っ
た
商
品
開

発
や
子
ど
も
食
堂
を
開
催
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
環
境
美
化
功
労
者
】

◆
団
体
表
彰

▽�

古
賀
子
ど
も
会
（
大
坪
町
）

▽�

上
ノ
山
子
供
会
（
伊
万
里
地
区
）

【
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
】

◆
家
庭
部
門

▽�

最
優
秀
賞
　
舩
元 

順
子
さ
ん

　（
立
花
町
）

◆
事
業
者
部
門

▽�

最
優
秀
賞
　
と
も
な
が
住
建

　（
東
山
代
町
）

↑�伊万里実業高校フードプロジェ
クト部の活動報告の様子

↑�右2人目から順に受賞した、古賀子ども会、
上ノ山子供会、舩元さん、ともなが住建

市
環
境
美
化
功
労
者
表
彰
式
・

市
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

旭
日
単
光
章

102024.12 広報いまり



インフォメーションi

市役所・公共施設 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

市役所の業務 休　業

コミュニティセンター 休　業

市民センター 休　業

市民図書館 休　業

体育施設（国見台など） 休　業

子育て支援センター 休　業

休日保育（大坪保育園） 休　業 休　業

医　療 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

休日・夜間急患医療センター 休　業
午前９時〜
午後５時
※成人も可

午後８時〜
10 時

午前９時〜午後５時
※成人も可

休　業
午前９時〜
午後５時
※成人も可

いまりんバス 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

市街地線 祝日ダイヤで運行します

郊外線・地域線 運休

※�電話してから来所してください。 ● 問合先　�休日・夜間急患医療センター ☎ 23-9910

※�休業期間は、集積所にごみを出さないでください。 ● 問合先　�環境政策課リサイクル推進係 ☎ 23-2145

※�出生や死亡、婚姻などの戸籍の届け出は、市役所当直室で受け付けます。
※コミュニティセンターの施設は、12/28、１/ ４・５は使用できます（事前予約が必要です）。

年末年始の業務案内年末年始の業務案内

　主な施設 ･ 業務の年末年始の休業日は、次のとおりです（空欄は、通常業務です）。

　伊万里市への移住（ＩＪＵターン）希
望者向けに発行しているカードで、地元
企業の協力により、さまざまな優遇が受
けられます。

移 住
伊万里市

者カード 発行

・      ・　  　  ターン大歓迎ターン大歓迎I JUI JU ★

▼
は
篤
志
寄
付
、●
は
香
典
返
し
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
９
月
１
日
〜
10
月
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
交
通
安
全
の
ぼ
り
旗 

３
０
０
枚

　�

川
内
産
業
株
式
会
社（

山
代
町
）

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

● 

10
万
円

　�

杉
原 

あ
け
み
（
松
浦
町
）

ごみ収集など（衛生） 28（土） 29（日） 30（月） 31（火） 1（水・祝） 2（木） 3（金） 4（土） 5（日）

ごみの収集 休　業

し尿の汲み取り 休　業

さが西部クリーンセンター 休　業
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３
回
国
連
総
会
で
『
世
界
人
権
宣

言
』
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
、
世
界

各
地
で
戦
争
や
紛
争
が
起
き
、
多

く
の
人
々
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
の
周
り
で
も
、

女
性
や
高
齢
者
へ
の
人
権
侵
害
、

部
落
差
別
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、

●

問
合
先

▽
人
権
・
同
和
対
策
課
人
権
・
同
和
対
策
係
（
　
☎
23
‐
２
１
９
０
）

▽
生
涯
学
習
課
人
権
・
同
和
教
育
係
（
☎
23
‐
３
１
８
６
）

　
人
権
と
は
『
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し

く
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
権

利
』
の
こ
と
で
誰
も
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
で
す
。

　
人
類
は
、
２
度
の
世
界
大
戦
か

ら
『
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で

あ
る
』
こ
と
を
学
び
、
１
９
４
８

年
（
昭
和
23
年
）
12
月
10
日
、
第

12
月
４
日
〜
10
日
は
『
人
権
週
間
』
で
す

 

〜
今
こ
そ
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
人
権
問
題
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

法
務
省
が
掲
げ
て
い
る
人
権
啓
発
活
動
の
重
点
目
標
と
強
調
事
項
を

紹
介
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
、
い
じ
め
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
ち
ゅ
う

傷し
ょ
う

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　『
世
界
人
権
宣
言
』
が
採
択
さ
れ

た
12
月
10
日
は
『
人
権
デ
ー
』
と

定
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
日
本
で
は
、
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
『
人
権
週

間
』
と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
、
あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ

て
い
ま
す
か
。
他
人
の
人
権
を
侵

害
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

LINEじんけん相談 ＠Iinejinkensoudan

身近な人権問題を知るためのショートストーリーはこちら

12月4日～10日12月4日～10日
人権週間

みんなの人権110番 こどもの
人権110番

インターネット
人権相談受付窓口 https://www.jinken.go.jp/（パソコン・スマートフォン・）　携帯電話共通

0570-003-110
ゼロ ゼロ みんな の ひゃく とお ばん

0120-007-110
ぜろ ぜろ なな の ひゃく とお ばん

女性の人権
ホットライン 0570-070-810

ゼロ ナナ ゼロ の   ハ ー トラ イ ン

外国語人権
相談ダイヤル 0570-090911

法務局では、人権侵害による被害を受けた方を救済するための活動を行っています。

﹁
誰
か
﹂
の
こ
と   

じ
ゃ
な
い
︒

﹁
誰
か
﹂
の
こ
と   

じ
ゃ
な
い
︒

12月10日は人権デーです。

ー 

令
和
６
年
度
啓
発
活
動
重
点
目
標 

ー

　『
誰
か
』
の
こ
と 

じ
ゃ
な
い
。

  

《《  

令
和
６
年
度
啓
発
活
動
強
調
事
項

令
和
６
年
度
啓
発
活
動
強
調
事
項  

》》

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
こ
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
の
人
権
を
守
ろ
う

・
障
が
い
を
理
由
と
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
部
落
差
別
（
同
和
問
題
）
を
解
消
し
よ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
感
染
症
に
関
連
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・�

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
元
患
者
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

・�

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を

な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し
よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

・
震
災
等
の
災
害
に
起
因
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
そ
う

【出 典：法務省ウェブサイト
（https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken03.html）】
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インフォメーションi インフォメーションi

　さまざまな悩みごとは、一人で抱え込まずに次の相
談窓口で相談してください。

◆ みんなの人権 110 番（☎ 0570‐003‐110）
◆ こどもの人権 110 番（☎ 0120‐007‐110）
◆ 女性の人権ホットライン（☎ 0570‐070‐810）
※�いずれも電話受付時間は、平日の午前８時 30 分

から午後５時 15 分までです。
◆ 外国語人権相談ダイヤル（☎ 0570‐090‐911）
　平日の午前９時〜午後５時
◆ インターネット人権相談
▷パソコンの場合
　�https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
▷スマートフォン・携帯電話の場合
　�二次元コードをバーコードリーダーで

読み込んで接続してください。→

◆ ＬＩＮＥじんけん相談
　次の検索ＩＤ・二次元コードなどから公式アカウ
ント『法務局ＬＩＮＥじんけん相談』を友だち追加
し、相談してください。
　なお、相談内容を入力する前に「ご相談はこちら」
をタップしてください。
▷アカウント名『法務局ＬＩＮＥじんけん相談』
▷検索ＩＤ『@linejinkensoudan』

◆ 人権啓発センターさが（☎ 0952‐25‐7229）

一人で悩まず、相談してください

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
気
軽
に
自

由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
不
特

定
多
数
の
人
に
向
け
て
、
特
定
個

人
の
誹
謗
中
傷
を
書
き
込
ん
だ

り
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
や
部
落
差

別
の
よ
う
な
悪
質
な
投
稿
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
が
増

え
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
気
軽
さ

や
匿
名
性
の
高
さ
か
ら
相
手
の
こ

と
は
考
え
ず
に
簡
単
に
発
信
し
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
た
と
え
顔

は
見
え
な
く
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
向

こ
う
側
に
も
同
じ
人
間
が
い
ま
す
。

ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル
を
守
り
、
正
し

い
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
は
、
令
和
６
年
３
月
に
『
伊

万
里
市
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進

及
び
人
権
擁
護
に
関
す
る
条
例
』

を
改
正
し
、
新
た
に
『
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
誹
謗
中
傷
等
の
防

止
』
を
加
え
ま
し
た
。
条
例
に
基

づ
き
、
人
権
侵
害
情
報
な
ど
を
早

期
に
発
見
し
拡
散
を
防
止
す
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◇�

人
権
を
侵
害
し
な
い
た
め
に

気
を
つ
け
る
ポ
イ
ン
ト
　

・�

相
手
の
気
持
ち
を
自
分
に
重
ね
て

想
像
す
る
（
自
分
が
さ
れ
て
い

や
な
こ
と
は
誰
だ
っ
て
一
緒
）。

・�

差
別
的
な
発
言
や
、
誹
謗
中
傷

を
書
き
込
ま
な
い
。

・�

使
用
す
る
言
葉
に
注
意
す
る
（
暴

力
的
な
言
葉
は
使
わ
な
い
）。

・�
根
拠
の
な
い
噂
や
あ
い
ま
い
な

情
報
は
書
き
込
ま
な
い
。

・�

他
人
の
書
き
込
み
を
あ
お
る
よ

う
な
書
き
込
み
は
し
な
い
。

・�

誤
解
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
分

か
り
や
す
い
表
現
を
心
が
け
る

（
話
し
言
葉
を
そ
の
ま
ま
文
字
に

し
て
も
伝
わ
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
）。

・�

知
り
合
い
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

や
住
所
な
ど
、
個
人
情
報
を
無

断
で
掲
載
し
な
い
。

・�

個
人
が
特
定
さ
れ
る
写
真
や
動

画
を
勝
手
に
掲
載
し
な
い
。

12 月〜令和７年１月の12 月〜令和７年１月の
市の啓発活動を紹介します！市の啓発活動を紹介します！

◆ 小・中学生の人権・同和教育作品展
● 内　容　�標語や書道など、人権をテーマにした小・中

学生の作品展示
● 期　間　12 月２日（月）～ 11 日（水）
● 時　間　�午前８時 30 分～午後５時 15 分

（２日は午後１時〜、11 日は午後１時まで）
● 会　場　市役所 市民ロビー

◆ ハートフルフォーラム 2024 in 伊万里
　〜だれもが自分らしく輝く社会をめざして〜
● 内　容　�伊万里実業高校生徒による人権に関する意見

発表、デートＤＶ防止啓発紙芝居、人権講演、
ミュージックアンサンブルコンサート

● 日　時　�12 月５日（木）　午後１時 20 分オープニング
（伊万里実業高校 至誠竜神太鼓の演奏）

● 会　場　伊万里市民センター 文化ホール

◆ 人権啓発パネル展
● 内　容　�伊万里人権擁護委員協議会との協働で、さ

まざまな人権問題についてのパネルを展示
● 期　間　12 月６日（金）～ 10 日（火）
● 時　間　午前８時 30 分～午後５時 15 分

（６日は午前 10 時〜）
● 会　場　市役所 市民ロビー

◆ 伊万里じんけんシアター
● �内　容　�ハンセン病問題をテーマとした映画『あん』

（主演：樹木希林）の上映
● 日　時　令和７年１月26日（日）※世界ハンセン病の日
　　　　　▷１部　午前10時～正午（午前９時30分開場）
　　　　　▷２部　午後２時～４時（午後１時30分開場）
● 会　場　市民図書館ホール
　※入場は無料で、先着順です。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

な
く
し
ま
し
ょ
う
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こ
ん
に
ち
は
～
相
木
で
す
！

　
す
っ
か
り
秋
め
い
て
き
た
10
月
中
旬
、
今

年
で
２
回
目
に
な
る
『
ポ
レ
ポ
レ
キ
ャ
ラ
バ

ン
～
伊
万
里
で
ケ
ニ
ア
を
感
じ
る
！
ア
フ
リ

カ
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
～
』
を
伊
万
里
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
ポ
レ
ポ
レ
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
ア
フ
リ

カ
を
深
く
知
る
３
人
を
ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し

ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
在
住
36
年
目
、
ス
ラ
ム
街
で

学
校
の
運
営
を
し
て
い
る
早
川
さ
ん
。
ケ
ニ
ア

の
少
数
民
族
の
村
で
８
年
間
伝
統
音
楽
の
修

行
を
し
た
大
西
さ
ん
。
日
本
で
唯
一
、
エ
チ
オ

ピ
ア
の
バ
ン
ナ
語
を
話
す
増
田
さ
ん
。
ゲ
ス
ト

の
３
人
に
は
、
リ
ア
ル
な
ケ
ニ
ア
の
話
や
日
本

語
と
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
混
ぜ
た
音
楽
を
演
奏
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
身
体
の
内
側
か
ら
元
気
が

湧
い
て
く
る
音
楽
を
聞
い
た
60
人
ほ
ど
の
観

客
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
す
る
な
ど

し
て
、
汗
ば
ん
で
い
ま

し
た
！

　
ち
な
み
に
『
ポ
レ
ポ

レ
』
と
は
、
ケ
ニ
ア
の

共
通
語
で
あ
る
ス
ワ
ヒ

リ
語
で
「
ぼ
ち
ぼ
ち
行

こ
う
」
や
「
ゆ
っ
く
り

ゆ
っ
く
り
」
と
い
う
意

味
で
す
。
年
末
が
迫
り

ま
す
が
、
急
が
ず
焦
ら

ず
『
ポ
レ
ポ
レ
』
し
て

み
て
く
だ
さ
い
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑭

左から、増田さん・大西さん・早川さん左から、増田さん・大西さん・早川さん

　
市
は
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
互
い
に
支

え
合
っ
て
共
生
で
き
る
『
ま
ち
』

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

『�

伊
万
里
市
手
話
言
語
の
普
及
及お
よ

び
障
が
い
の
特
性
に

応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
』（
案
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

『
手
話
言
語
の
普
及
』
と
『
障
が
い

の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
』
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
た
め
に

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

パブリックコメント案内パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
『伊万里市手話言語の普及及び障がいの特性に応じたコ
ミュニケーション手段の利用の促進に関する条例（案）』

◆意見募集期間
　12 月 16 日（月）〜令和７年１月 10 日（金）必着

◆案の公表場所・入手先
⑴�福祉課、市民情報コーナー、各コミュニティセンター、

市民図書館
⑵市ホームページ　https://www.city.imari.lg.jp

◆意見の提出方法
　�意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法で提出してください。
①メール　fukushi@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501　伊万里市立花町 1355 番地１

　　　　　伊万里市役所福祉課

③直接提出　案の公表場所・入手先⑴のいずれか

④ファックス番号　22 ｰ 7650
◆問合先　福祉課障がい福祉係（　 ☎ 23 ｰ 2156）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

　
11
月
７
日
、
公
益
財
団
法
人
日

本
公
衆
電
話
会
佐
賀
支
部
が
、
大

坪
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
公
衆

電
話
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
児
童
た
ち
は
、
公
衆

電
話
や
災
害
発
生
時
に
安
否
情
報

な
ど
を
録
音
・
再
生
で
き
る
『
災

害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）』
の

使
い
方
な
ど
を
体
験
し
な
が
ら
学

び
ま
し
た
。

　
同
会
の
番
場
義
昭
佐
賀
副
支
部

長
は
「
誘
拐
さ
れ
た
中
学
生
が
、

公
衆
電
話
を
使
っ
て
警
察
に
電
話

し
た
こ
と
で
助
か
っ
た
事
例
が
あ

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
携
帯
電

話
よ
り
も
優
先
的
に
つ
な
が
る
。

誰
で
も
利
用
で
き
て
、
緊
急
時
に

も
使
え
る
公
衆
電
話
の
こ
と
を

知
っ
て
欲
し
い
」
と
児
童
た
ち
に

話
し
ま
し
た
。

公
衆
電
話
教
室

↑�児童たちは、ふだんなじみのない公衆
電話の使い方に戸惑っていました
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インフォメーションi

　
11
月
６
日
、
大
和
コ
ン
サ
ル
株

式
会
社
（
福
岡
県
）
が
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
市
に

寄
付
を
し
た
こ
と
を
受
け
、
謝
意

を
表
明
す
る
た
め
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
総
合
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
、
建
設
や
測
量
分
野

な
ど
を
幅
広
く
手
が
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
同

社
の
里
博
之
伊
万
里
支
店
長
は

「
私
た
ち
は
、
希
望
あ
る
『
明
る
い

未
来
』
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と

を
企
業
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
伊
万
里
市
の
社
会
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
微
力
な
が
ら
伊
万
里
市
の
発

展
に
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
寄
付

を
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、
新
し
い
体

育
施
設
を
つ
く
る
事
業
に
活
用
さ

れ
る
予
定
で
す
。

大
和
コ
ン
サ
ル
㈱

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

↑�大和コンサル株式会社里伊万
里支店長（左）

　
11
月
１
日
、
伊
万
里
・
有
田
消

防
組
合
か
ら
大
久
保
保
育
園
（
東

山
代
町
）
に
、
鼓
笛
隊
の
楽
器
な

ど
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
宝
く
じ
の

収
入
を
財
源
と
す
る
社
会
貢
献
広

報
事
業
を
活
用
し
、
幼
年
期
か
ら

正
し
い
火
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
こ

と
で
、
火
遊
び
の
防
止
や
子
ど
も

た
ち
を
介
し
て
家
庭
や
地
域
に
お

け
る
防
火
思
想
を
普
及
さ
せ
る
こ

と
な
ど
を
目
的
に
交
付
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
園
児
た
ち
は
、「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
使
い
ま
す
」

と
伝
え
ま
し
た
。

↑�大久保保育園の園児たちは、ピアニカやフラッグ、
ベレー帽を受け取りました

　
伊
万
里
市
消
防
団
が
、
資
機
材

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
一

般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活

用
し
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
２
式
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
２
式
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
整
備
で
、
災
害
活
動
時

の
消
防
団
員
の
活
動
拠
点
・
休
憩

場
所
の
確
保
と
、
屋
内
外
に
お
い

て
訓
練
や
式
典
な
ど
を
実
施
す
る

際
の
円
滑
な
進
行
が
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
ま
し
た

↑�整備したワンタッチテントとワイヤレスアンプ

　
10
月
16
日
、
株
式
会
社
ア
イ
モ

バ
イ
ル
（
東
京
都
）
が
、
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
市
に

１
０
０
万
円
の
寄
付
を
し
た
こ
と

を
受
け
、
謝
意
を
表
明
す
る
た
め

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ

ト
『
ふ
る
な
び
』
を
運
営
し
て
い

る
ほ
か
、
動
画
広
告
サ
ー
ビ
ス
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
の

企
画
・
開
発
・
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
市
役
所
を
訪
れ
た
同

社
の
加
藤
秀
樹
執
行
役
員
事
業
企

画
本
部
長
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
を

通
じ
て
、
伊
万
里
の
特
産
品
を
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
な
ど
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
金
は
、
産
業
振
興
に

よ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く

る
事
業
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

㈱
ア
イ
モ
バ
イ
ル

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

↑�株式会社アイモバイル加藤執行
役員事業企画本部長（左）

　
11
月
1
日
、
立
花
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で『
う
ち
ど
く
コ
ン
テ
ナ
』

巡
回
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
う
ち
ど
く
コ
ン
テ
ナ
と
は
、
絵

本
50
冊
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
、
市

内
す
べ
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
配
置
し
、
自
動
車
図
書
館

『
ぶ
っ
く
ん
』
の
巡
回
に
合
わ
せ

て
、
月
１
回
程
度
入
れ
替
え
る
も

の
で
す
。

　
こ
れ
は
、
市
民
図
書
館
が
、
う

ち
ど
く
（
家
読
）
の
推
進
を
目
的

に
、
ど
の
地
区
に
住
ん
で
い
て
も
赤

ち
ゃ
ん
や
子
ど
も
向
け
の
絵
本
を

手
に
取
っ
て
読
ん
だ
り
、
借
り
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、

子
育
て
支
援
の
環
境
を
整
備
す
る

た
め
に
始
め
た
も
の
で
、
本
を
入
れ

る
青
い
コ
ン
テ
ナ
は
『
図
書
館
フ
レ

ン
ズ
い
ま
り
』
が
寄
贈
し
ま
し
た
。

う
ち
ど
く
コ
ン
テ
ナ

巡
回
を
開
始
し
ま
し
た

↑�うちどくコンテナと、お気に入りの絵
本と一緒に写る園児たち
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